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尿路 感染症 に対す るCinoxacinの 使 用経験
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中 津 博 ・福 重 満

県立広島病院泌尿器科

新 し く開発 されたCinoxacinを 尿路感染症に対 して使用 した。単純性 尿路感 染症11例

に対 して,1回400mgの 内服 で1日2回,計1日800mg(1例 のみ1日400mg)の 経

口投与を3～5日 行ない,著 効9例,有 効2例,無 効 な しの成績を得て,有 効率100%で

あった。複雑性尿路感染症20例 に対 して も同様の投与方法 を行ない,そ の成 績は著 効5例,

有効7例,無 効8例 で,有 効率 は60%で あった。 とくに複雑性尿路感染症に対 して もその

有用性は期待で きる成績 と思 われ る。副作用 としては,胃 腸障害,顔 面発疹 を各1例 ず つ

認 めたが軽度の もので あ り,投 与 を中止すべ きものではなかった。 また,臨 床検査値 の異

常変動は投与前後でみ られず,そ の安全性 も示 され たもの といえ る。

は じ め に

米国Eli Lilly社 により開発されたCinoxacin(CINX)は

Nalidixic acidあ るいはOxolinic acidに 類似の薬剤で,そ

の高い血中,尿 中濃度などが,尿 路感染症の治療上有利とされ

ている。今回,塩 野義製薬からCINXの 提供を受け使用する

機会を得たので,そ の臨床成績を中心に若干の考察とともに報

告する。

対象 および方法

広島大学医学部附属病院泌尿器科,県 立広島病院泌尿

器科を受診 し,尿 路感染症 と診断された患者40例 を対

象としCINXの 投与 を 行 なった。 尿路感染症の 内訳

は,単 純性尿路感染症16例,尿 路に何 らかの基礎疾患

を有する複雑性尿路感染症24例 であった。CINXの 投

与方法は,1回400mg,1日2回,計1日800mgの

経口投与を,単 純性 尿路感染症(1例 のみ400mg/日

投与)で は3～5日 間,複 雑性尿 路感 染症では5日 間連

続投与 とした。臨床 効果 の判定,成 績 の まとめ方 は総 て

UTI研 究会のUTI薬 効 評価 基準1)(第2版)に 従 っ

た。効果判定可能例 は,単 純性尿 路感染 症11例,複 雑

性尿路感染症20例 の合計31例 で あ り,判 定不 能例 は投

与後受診 しなか った1例 を除 き,他 の8例 で総 て投与前

の尿中細菌数が104cells/ml未 満の症例 であった。

成 績

1. 単純性尿路感染症に対す る臨床効果

臨床効果判 定可能で あった11例 の総括をTable1に

示 した。排尿時終末痛,頻 尿,残 尿感な どを主訴 と して

来 院 し,諸 検査 にて急性単純性膀胱炎 と診断 した例で あ

り,治 療前 の臨床症状 はいつれかの症状の程度の もっと

も強い ものをTableに 記載 した。症例10は,54歳,

男子例で,薬 効 評価 基準 にはそわないが,感 染症治療後

の諸検査 にて尿路 に異常 を認 めなか ったため単純性尿路

感染症群 とした。投与量は症例9の み400mg/日 の投

与で,他 は800mg/日 と した。

総合臨床効果(Table2)は,全 例判定 日には排尿 痛

の消失 を認 めてお り,膿 尿に対す る効果は正常化9例,

改 善,不 変 各1例 ずつで あったが,細 菌尿は全例陰性 化

が み られ,結 果的 には著効9例,有 効2例 と100%の 有

効率 であった。

細菌学 的効果(Table3)を み ると,前 述 したよ うに

判 定 日には総て陰性化 してお り,菌 交代 もみ られなかっ

た。菌種 と してはE.coliが 最 も多 く,11株 中7株 認

め られた。

日本化学療法学会標準法 にてMICを 測 定 しえた10

株 について菌種別 にMICと の関係でみる と(Table

4), inoculum size 108 cells/mlの 場 合で も全株25

μg/ml以 下 のMICで あ り,結 果的には消失率100%

となった。

2.複 雑性尿路感染症に対する臨床効果

症例の総括をTable 5に 示 した。対象は男子16例,

女子4例 で あ り,臨 床効果 判定例のみに 限 って 表示 し

た。基礎疾患 と しては,前 立腺肥大症が最 も多 く6例 で
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Table 2 Overall clinical efficacy of CINX in acute simple cystitis 

0.2•`0.4 g•~2/day, 3 days treatment

あり,つ いで前立腺摘除術後5例,神 経 因性 膀胱,膀 胱

尿管逆流現象,尿 路結石症 各2例,前 立腺癌,多 発性 の

う胞腎,尿 道 狭窄 の 各1例 で あった。前立腺摘除術後

は,術 後 カテーテル抜去後 に尿路感染症がみ られた症例

を対象 とした。 これ らの カテーテル留置 中は各種抗生剤

の全身投与 に加え,1日 量生 食水1,000m1,ポ リミキ

シンB25万 単位,ネ オマ イシン50mgに て 持続膀胱

洗滌を行 なっていた。

総合臨床効果 をみ る と(Table6),膿 尿に 対す る効

果は正常化8例,改 善4例,不 変8例 で あ り,細 菌尿に

対する効果は陰性化10例,減 少1例,菌 交代2例,不

変7例 とな り,こ の両者を 指標 としての 成績は 著効5

例(25%),有 効7例(35%),無 効8例(40%)と な り

有効率は60%で あった。

これ ら臨床効果 を群別 にみる と(Table7),単 独感

染18例(90%),混 合感染2例(10%)と ほ とん どが単

Table 3 Bacteriological response to CINX 

in acute simple cystitis

独感染例で あ り,そ れ ぞれの有効率は61%と50%で

あった。特 に,第3,4群 での成績は67%,78%と 優

れた結果で あった。

細菌学的効果をTable8～10に 示 した。投薬前 の臨

床分離菌 は単独お よび 混合感染を含めて22株 となった

Table 4 Relation between MIC and bacteriological response

No. of strain eradicated / No. of strain isolated
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Table 6 Overall clinical efficacy of CINX in complicated UTI 

0.4 g•~2 / day, 5 days treatment

Table 7 Overall clinical efficacy of CINX in each group

Table 8 Bacteriological response to CINX 

in complicated UTI

Table 9 Strains* appearing after CINX 

treatment in complicated UTI

* Regardless of their bacterial count
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Table 10 Relation between MIC and bacteriological response

No. of strain eradicated / No. of strain isolated

(Table8)。 最 も多 くみ られたの はE.coliの10株

で,以 下Tableに 示 す とお りであ る。E.coliの 消失

率 は80%で あ り,S.marcescensも3株 中2株 消失,全

体としてみれば22株 中14株(64%)消 失 と,複 雑性尿

路感染症か らの 分離菌に 対 しては 良好な成績が 得 られ

た。 投 与後 に出現 した 菌種 を みる と(Table9),8

faecalisが4株 と最 も多 く,Tableに 示 した よ うに総

数でみると8株 であった。投与前の分離株中でMICを

測定 し得た19株 に ついて,投 与後の 消失率 を み ると

(Table10),菌 種 に関係な く,MICが 高 い もの ほど

消失 しに くい傾 向にあると言 える。す なわちinoculum

size 108 cells/mlで みた場合,MICが50μg/ml以

下の9株 は総 て投与後 消失 しているのに比 し,MICが

100μg/ml以 上ではその消失率は10株 中4株 で40%

であった。

3.　 副 作 用

自覚的な副作用 としては複 雑性尿 路感染症例の症例15

と症例17(Table5)の2例 にみ られた。前者は 胃部痛

を伴 う胃腸障害であ り,後 者は軽度の顔面発疹であ った

が,い ずれ も投 与に耐え うる範囲の もので投与終了 とと

もに速やかに消失 した。 臨床 検査成績 でみる と(Fig.

1),投 与前後 において特に異常 と思われ る検査値の変化

を示 した例は認め られなか った。 またUTI薬 効評価塾

準を満足 しえ なか った8例 に ついて も,自 他覚的 副作

用,臨 床検査値の異常 を示 した例 はみ られなかった。

考 案

従来よ り広 く使 用 されてい るNalidixic acidあ るい

はOxolinic acidにCINXは 類似 の薬剤であるが,

CINXはNalidixic acidに 比 し通常量での尿中濃度

を比較 した場合 に約2倍 以上の濃度を示す2)こ とや,そ

の抗菌 力が よ り強い3)な どの理由 よ り,と くに尿路感染

Fig. 1 Laboratory findings before and 

after treatment
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症に対 して有用であ るとされている。

CINXは 欧米では既 に 広 く一般 に 使用 さ れ てお り,

臨床効果についての報告 も多い。臨床効果判 定に際 して

の本邦のUTI薬 効評価基準 と一様 に比較 しえ ないが,

1日1.0g,10日 間の投与で20例 中19例 に起炎菌 の消

失がみ られた との報告4),1日1.Og,1～2週 間投与

で146例 中94%に 有効であ り混合感 染例において もそ

の有用性に差がみ られ ない との成 績5)や,51例 の女性

の急性尿路感染症に1日1.Og,10日 間の投与 で94%

が無菌尿 とな り,投 与後1週 目にて も72%が 無菌尿 で

あった6)な ど,そ の成績は優れた ものであ る。

本邦 においては第26回 日本 化学療法学会東 日本 支部

総会の新薬 シンポジウム7)に おいて その概要が 明 らか

にされたが,こ れをみ ると臨床効果は,急 性単純性 膀胱

炎 にお いての 有効率 は94.9%,複 雑性尿路感染症では

60.8%に 有効であった との成績 であった。今回,わ れわ

れが検討 した臨床成績の急性単純性膀胱炎で100%,複

雑性尿路感染症で60%の 有効率 と,よ く一致 した もの

であった。 われ われの成績でみ ると従来の薬剤に比 し,

と くに複雑性尿路感染症において もかな り良好な成績 が

得 られたが その要 因を個 々の症例別に検討 してみる と,

多 くは外来患者 を主体 とし,カ テーテル留置例,混 合感

染例が少 なか ったことなどが考慮せ られ る。

細菌学 的効果 をわれわれの成績でみる と,菌 種,感 染

症別 に関係な く,MICがinoculum size 108 cells/ml

でみた場 合,100μg/ml以 下 では100%の 消失率 であ

ったのに比 し,100μg/ml以 上 のそれは40%と 明 らか

な差が み られ た。 シンポジウム7)で の成 績 と比較 した場

合,と くに複雑性尿路感染症か らの臨床分離菌において

は,MICが100μg/mlを 境 に細菌消失率が著明に減

少 してい る傾 向 とよ く一致 した結果が得 られてい る。

つ ぎに副作用をみ るとCINXを 投与 し安全性を確認

した39例 の うち胃腸 障害,顔 面発疹 を 各1例 ずつ 認め

たが軽度の ものであ り,臨 床検査値 の異常変動を示 した

症例は な く,CINX投 与にお けるか な りの安全性が示

された と言え る。

文 献

1) 大越正秋, 河村信夫 (UTI研 究会代表): UTI(尿

路感染症) 薬効評価基準Chemotherapy 28 (2): 321～

341, 1980

2) OTT, J. L. & W. E. WICK: Comparative 

resistance development studies with cinoxacin, 

oxolinic acid and nalidixic acid in human urine. 

Prog. Abst. Conf. Antimicr. Agents & Chemoth., 

14 th. Abst. 99, 1974 

3) GIAMARELLOU, H. & G. G. JACKSON: Antiba-

cterial activity of cinoxacin in vitro. Antimicr. 

Agents & Chemoth. 7: 688-692, 1975 

4) PANWALKER, A. P.; H. GIAMARELLOU & G. G. 

JACKSON• Efficacy of cinoxacin in urinary tract 
infections. Antimicr. Agents & Chemoth. 9: 502— 

505, 1976 

5) LANDES, R. R. & J. W. HALL: Cinoxacin: New 

antimicrobial agent for urinary tract infections. 

Urology 10: 312-316, 1977 

6) Rous, S. N,: Cinoxacin in the treatment of 

acute urinary tract infections: An evaluation of 

efficacy and a comparison of dosage schedules. J. 

Urol. 120: 196-197, 1978

7) 大越正秋: 第26回 日本化学療法学会 東 日本 支部総

会, 新薬 シンポジ ウム; Cinoxacin, 東京, 1979



VOL.28 S-4 CHEMOTHERAPY 307

CLINICAL STUDY ON CINOXACIN 
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Cinoxacin was used in the treatment of urinary tract infections in 40 patients. The dose was 

200•`400 mg orally twice a day for 3•`5 days. Clinical efficacy of cinoxacin in acute simple cystitis 

was excellent in 9 cases and good in 2 cases. Overall effectiveness rate was 100 %. The efficacy in 

complicated urinary tract infections was excellent in 5 cases, good in 7 cases andpoor in 8 cases. 

Effectiveness rate was 60%. 

Epigastralgia in 1 case and eruption in 1 case were observed, but no significant hematological, 

renal and hepatic toxicity was noted in this study.


